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2016年度春季大会講演予稿集の申込みについて

2016年度春季大会（５月18日～21日，於東京都渋谷

区）の講演予稿集（109号）の事前予約を希望される

方は，下記によりハガキ，Fax，E-mailのいずれか

で日本気象学会事務局にお申し込み願います．定期購

読されている方は，お申込みの必要はありません．

大会会場でも販売しますが，できるだけ事前予約，

または定期購読をお勧めします．

記

お申込みにあたって記入いただく事項

(1)氏名および会員番号

会員でない方は「会員外」と記す．

(2)予稿集の送付先住所

「天気」の送付先と同じ場合は「天気と同じ」と

記す．

(3)事前予約／定期購読の別

109号のみ事前予約の場合は「109号のみ」，109号

以降を定期購読にされる場合は「109号以降定期

購読」と記す．

申込み先

公益社団法人日本気象学会事務局

〒100-0004東京都千代田区大手町1-3-4気象庁内

Fax：03-3216-4401

E-mail：gyomu＠metsoc.jp

申込み締切

2016年５月６日（金）

価格及び支払方法

3,500円．予稿集とともに，ゆうちょ銀行の払込取

扱票をお送りしますので，到着後に郵便局から払い込

んでください（個人会員の定期購読価格は3,000円．

次年の年会費請求に合わせてお支払いただきます．会

員外の方に定期購読価格の適用はありません）．

編集後記：昨日，今学期最後の気象学の授業をしまし

た．普段は普通の講義なのですが，最終回は最新の天

気図（高層天気図や数値予報資料なども含めて）を

使って天気予報の演習をしています．昨日は穏やかな

晴天でした．移動性高気圧に覆われて明日もいい天気

でしょう，ではあまりおもしろくないのですが，幸い

にも南岸低気圧ができかけていて，数値予報資料によ

ると，「爆弾低気圧」になりそうです．こうなると，

天気予報も楽しくなってきます．高層天気図で上空の

気圧の谷と，寒気や暖気の流入を確かめて…と話が進

み，数値予報資料で翌日の天気が荒れることを予想し

て，半年を締めくくることができました．

教科書的に，上空の気圧の谷とか，寒気や暖気の流

入とか，書きましたが，日本海低気圧は，こういった

アナログな方法で予想できることが多いようです．対

して，南岸低気圧の場合，発生・発達の前兆となる気

圧の谷を，高層天気図を目で見ることによって見つけ

ることは難しいですね．なぜでしょう？ しかし，そ

んなときでも，数値予報は，２，３日後の南岸低気圧

の発生をかなり正確に予想しているので，最近の数値

予報は本当にすごいと思います．

そういえば，２年前は，同じ授業の日が南岸低気圧

の接近で，記録的な大雪災害になりました．授業の曜

日は金曜日なので，どうも週末に低気圧が来ることが

多いのか，という気になってきますが，きっと偶然で

しょう．傾圧不安定波の周期が１週間程度だと，一度

週末に天気が崩れると，次の週末も…というように同

じパターンが繰り返されることになります．だから，

なんとなく週末には低気圧が来やすいような気になる

のかもしれません．

ところで，爆弾低気圧が来るのを「幸いにも」とか

「楽しく」なんて言っていると怒られそうですね．し

かし，たとえば台風の研究は，台風が好きだという

方々によって支えられているのではないでしょうか．

低気圧が嫌いで低気圧の研究が進むとも思えません．

人間にとっての価値を判断する前に，もっと多くの人

が自然そのものに関心を持ってほしいと思う今日この

頃です．

予想通り，天気が荒れてきましたので，このあたり

で． （佐藤尚毅)


